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3 バスオブジャパンのトーナメントは個人戦です。乗船2 人の合計重量で競うのではありません。

4 受付をスムースにする為、参加費は極力お釣りの必要がないようご協力願います。

5 魚は極力デッキに置かず、水で濡らして冷やした場所に置くようにしましょう。夏場は特に注意。
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2 パートナーのキャスト方向と重なる方向にキャストしないようにしましょう。
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■■■■■トーナメントにおけるメンバーの心得 ■■■■■

検量時

トーナメント参加にあたって、ご留意いただきたいことを記載しましたので、必ずご一読ください。

ルールブックとローカルルールを熟読しておいてください。

全ての自分の事は後回しで、速やかに検量の準備、役割を果たしましょう。

個人戦なので、権利は平等ですが、コ・アングラーは乗せてもらっているという意識を持ちましょう。

気持ちよくトーナメントに臨むため、燃料代、スロープ使用料などの経費負担については、ボーターと相談して必
ずコアングラーもシェアしましょう。目安として1日につき￥5000負担しましょう。

ポイント先行者への声かけを、ボーターが怠ったり忘れている場合は、教えてあげましょう。共同責任です。

ルールブックは魚体やフィールドの保護を念頭に定められたものです。トーナメント参加時はバスオブジャパンポ
リシーやモラルに関するルールを遵守してください。

公式写真撮影時は 1 本持ちで、写真は縦撮りとします。持ち方の縦横は自由ですが、大きい魚は顎や内臓に
負担がかからないよう角度をつけず極力水平に保持すること。これらはプライベート釣行でも心がけてください。
また、写真撮影に時間がかかり、魚が弱らないよう撮影係の指示に従い、速やかに撮影を終えてください。

トーナメント集合から解散までは、円滑な運営ができるよう、何か手伝える事を探して行動するなど、積極的なご
協力をお願いします。

ボーターときちんと挨拶し、よくコミュニケーションをとりましょう。試合当日になって初めてボーターと挨拶するの
ではなく、試合以前に連絡を取り合い、注意点の確認等コミュニケーションをとっておいてください。

声をかけて了承を得た場合を除き、基本的にコアングラーはボート進行方向船首より前側にキャストしないよう
にしましょう。

※2）、3）は状況や使うリグによりますので、とにかくお互い声をかけ合いましょう。

自分が検量当番の場合は、トーナメント委員の了解を得て、先に自分の検量を済ませても構いません。（検量し
ている間に、自分の魚が弱る場合があるので）

検量順の指示等、トーナメント委員会からの連絡等がありますので、自分の検量が終わるまでは、自分のタック
ルの片づけは船上のみとし、船着場や検量場所から離れないようにしましょう。

また、自分の検量後も、全員の検量が終わるまでは、検量場所までの通路の妨げになる場合は、タックル等を
置いたり、車に運んだりしないように心がけてください。

検量手順等は開催地によって異なる場合があります。トーナメント委員会の指示に従って下さい。

コ・アングラー

ボーター
組み合わせが決まったら、ボーターからコアングラーに連絡をして、ライブウェルの要不要、乗船時の注意事項
等の確認をしておきましょう。

パートナーのキャスト方向と重なる方向にキャストしないこと。ただし、状況や使うリグによりますので、とにかくお
互い声をかけ合いましょう。

他のアングラー等の迷惑となるような行為、航行は厳禁とし、他の模範となる操船を心がけましょう。

桟橋等への係船時には、他船や桟橋利用上迷惑にならないよう心がけましょう。

ボートの片づけや揚げ降ろし等の際、積極的に協力してください。

ポイント先行者への声かけを徹底してください。

キルスイッチの装着等、安全対策を怠らないようにしましょう。

常に「今投げても大丈夫か？」、「あそこに投げても大丈夫か？」、「キャスト以外の行為でも何か迷惑かけてな
いか？」など状況把握を忘れないようにしましょう。

移動して新しいポイントに着いた際、ボーターより先にキャストしないようにしましょう。ただし、ボーターがリグっ
たり、別の作業をする場合もあるので、そのような場合は声をかけて了承を得てからキャストするように心がけま
しょう。

根掛かりは遠慮なく申し出て、回収に協力してもらいましょう。（ルールでも根掛かりは極力回収する事とありま
す）



1 JAPAN B.A.S.S. NATION　バスオブジャパン（以下「バスオブジャパン」）は、本ルールブック表紙のスローガン及び規約第1条の活動趣旨に基づき
バスフィッシングトーナメントを開催する。

2 トーナメント参加者は、原則としてバスオブジャパン会員（以下メンバー）に限る。
メンバーはクラシックを除く全てのトーナメントに参加することが出来る。ただし、クラシックとアメリカ派遣選手は別に定める規定をクリアーしていな
ければならない。

3 トーナメント参加者は、規約第1条に規定する活動趣旨と、アマチュアスポーツマンシップに則り、トーナメントに参加すること。
また、トーナメント参加者はトーナメント運営全般に積極的に協力すること。円滑なトーナメント運営に支障をきたす行動をした者は罰則の対象とす
る。

4 バスオブジャパンでは原則として2人乗りトーナメントを開催する。
※合同トーナメントは必ず2名乗船とする。
また、トーナメントにおいて、パートナーとのコミュニケーション及びお互いへの配慮を怠らないこと。

5 出場部門（ボーター部門orコアングラー部門）は全戦で固定され、ボーター、コアングラーの組み合わせは抽選とする。
なお、年度当初の部門別受付に際し、ボーター部門希望者数が少なかった場合、トーナメントディレクターの判断により、船舶免許所有状況や前年
度成績等を考慮し、コアングラー部門希望者をボーター部門に変更することがある。ただし、エントリーフィー前払い制度登録者は、登録内容に応
じたトーナメントにおいて、選択した出場部門での参加優先権を担保する。
また、トーナメント毎にボーター出場者が少ない場合、トーナメントディレクターの判断により、コアングラー部門から条件を満たすメンバーをボー
ター出場(成績カウントはコアングラー部門)するよう調整する場合がある。その場合、ボーターでの参加にあたり必要な各種申込み等は当該メン
バーが実施することとする。
前記の参加者調整を実施してもボーター参加者数をコアングラー参加者数が上回る場合は下記の条件で参加を制限するものとする。
■1戦目参加優先権➡前年度成績によるものとする。また各部門の優先順位は下記の通りとする。
・ボーター：　①前年度ボーター順位　②前年度コアングラー順位　③過去ボーター参加メンバー
・コアングラー：　①新規メンバー　②前年度コアングラー順位
■2戦目以降の参加優先権➡前戦までのトータル成績によるものとする。
・2戦目以降からが初戦にあたる新規メンバーの優先権はコアングラー新規に準ずる。
変更があった場合でも出場部門（ボーター部門orコアングラー部門）は全戦で固定され、組み合わせは抽選とする。
※上記による調整で折り合いがつかない場合は、前払い制度登録者を除く参加者の中から足切りする場合がある。

6 トーナメント実施回数はトーナメント委員会が定めた回数とする。

7 当日、ボーターの欠席・失格等によりトーナメントに参加できないコアングラーには、そのトーナメントのコアングラーの平均重量相当の順位ポイント
を与える。

8 トーナメント参加者は、全員船舶免許を所持すること。ただし、2人乗船トーナメントのコアングラー、もしくは１人乗りトーナメントで免許不要艇を使
用する場合においてはこの限りではない。

9 トーナメント参加条件は下記のとおりとする。
・既存メンバーは前年度のクラブハート参加実績があるメンバーにトーナメント参加権を与える。この場合の前年度の期間とは前々年の11/1(前年
度入会者は入会確定日以後）より前年10/31までとする。
・新規入会メンバー及び前年度クラブハート不参加メンバーは、当該年度の最終戦終了時までに２回以上のクラブハート参加を条件にトーナメント
への参加を認める。新規入会メンバーは、入会手続き完了以後の実績をカウントすることとする。
・ただし、当該年度クラブハート活動不参加の場合、全トーナメント成績をはく奪する。当該年度とは、前年の11/1から最終戦終了時までとする。
・クラブハートに参加しなかったメンバーは、原則として翌年度のボーター部門選択権を与えない。

10 新規入会者は初年度コアングラーエントリーとする。
ただし、ボーター不足でやむをえない場合はこの限りではない。
新規入会者が翌年度にボーターでのエントリーを希望する場合は、合同戦を含む3回以上のトーナメントに参加する必要がある。ただし、トーナメン
ト委員会は出場回数や経験が少なくボーターに値しないと判断した場合や素行不良などの場合、ボーター権を与えない場合がある。

11 トーナメント参加申し込み締め切り後のキャンセルは、キャンセルしたメンバーが参加費を全額負担する。

12 トーナメント中止の判断は、基本的にトーナメント2日前の金曜日正午をもってトーナメント委員会が決定するが、開催直前でも中止の判断をする場
合がある。

13 各トーナメントには予備日を設ける。予備日は原則として１週間後とする。

14 中止となったトーナメントにエントリーしたメンバーには、全員参加ポイント（5P）を与える。但し後日、振替のトーナメントが開催された場合、その参
加者の獲得ポイントは、振替のトーナメントで獲得したポイントと置き換えることとする。

15 プラクティスは、トーナメント開催日の1週間前の日曜日まで及び前日（オフィシャルプラクティスディ）のみとし、それ以外はオフリミット（プラクティス
禁止期間）とする。
プラクティス時間は (陸からの釣りも含め) 開催地の規定に準ずる。
前日公式プラクティスについても、フィールドごとのローカルルールを遵守するものとし、ペナルティの対象とする。

16 オフィシャルプラクティスデイは、可能な限りメンバーと同船することとし、やむを得ない場合はメンバー以外でも可とするが、事前にトーナメント委
員会の許可を得ること。

17 オフィシャルプラクティスデイからトーナメント終了までの期間に関して、ライブ配信などの情報配信については、トーナメント委員会の許可を事前に
得たのち、パートナーの許可を得ること。

18 オフリミット期間中は公の交通手段以外での湖上航行や上空からの水面確認は禁止する。ただし、公式プラクティスの前日のボート昇降等につい
て、昇降作業と昇降設備に付随する桟橋への行き来に限り湖上航行を認める。

19 オオクチバス、コクチバスに関わる外来生物法、条例、漁場管理委員会指示等の法令を厳守すること。
また、禁漁区や、保安区域など開催地の規定に反してはならない。

20 開催地ごとのバスオブジャパンローカルルールは別途にトーナメント委員会で定める。（開催地の規定と同じでない場合がある。）
また、当日の諸事情により止むを得ず変更する事がある。

21 入漁券が必要な会場では受付時に必ず入漁券を提示すること。

22 トーナメント集合時間から解散までの間は、雨具、防寒着等の着用が必要な場合を除きバスオブジャパンのロゴを外部に必ず表示すること。なお、
競技中はロゴ表示を必須としないが、ボートから降りる際は桟橋であってもロゴ表示は必須とする。
ワッペン等の安全ピン止めなど簡易な方法は禁止とし、両面テープや衣料用接着剤、縫い付けなどではがれないよう取り付けること。
また、雨具、防寒着等着用時でも、写真撮影及び表彰式の際には必ずロゴを露出すること。
トーナメント用シャツ等作成の際のロゴの表示場所、サイズ等については、別途定めるロゴ使用規定書参照のこと。

23 トーナメント当日及び前日のプラクティスデイにおいては、メンバー識別の為、出場部門を問わず出船する１艇につき1枚、ボートの目立つ場所にエ
ンジンベルトを掲示すること。

24 トーナメント中は、船舶に適合した国土交通省認定品のライフジャケットを正しく着用すること。

25 トーナメント集合時間から解散までの間は飲酒は禁止とする。また、飲酒状態でのトーナメント参加は認めない。

26 トーナメント時間は7時間を基準とする。

27 スタートは抽選順とし、スターターの指示に従い順次スタートする。
クラシックについては、ボーターの成績上位者順とする。

28 各種感染症対策として以下の項目を遵守し、周りへの配慮を怠らないこと。ただし、社会情勢次第でトーナメント委員会より規制強化もしくは規制緩
和策を別途指示する。
①マスクの着用やソーシャルディスタンスの確保、その他の衛生管理は感染症等の拡大状況や個人の体調等を鑑み、各自で判断すること。

②感染症等蔓延時に体調不良の場合、自発的に参加を控えること。

上記 ②項に該当する場合、所属クラブ役員もしくはトーナメントディレクターに速やかに申し出ること。

29 トーナメント延期または中止を行う場合、facebook 会員ページにて告知を行う。開催日直前の通知となる場合があることを選手は理解の上、参加
すること。

２０２６ OFFCIAL RULES
A トーナメント規定



1 参加資格人数の構成は、ボーター・コアングラー部門ともポイント累計上位者各15名とする。同ポイントの場合は、オールジャパン戦の獲得ポイント
上位者に参加資格を与える。ディビジョン戦東西各3戦（計6戦）、オールジャパン戦2戦のどれに参加しても良く、オールジャパン戦2戦の成績と、東
西各3戦（計6戦）の内成績の良かった3戦の、合計5戦の合計ポイントを成績とする（ただし、失格となった者の成績の扱いについては「ルールF-6」
に準ずる）。参加人数の構成は前年度クラシックウィナーを含む各部門15名とする。

2 各部門のクラシックウィナーは、次年度クラシックのクオリファイ（参加権利）を与える。

3 クラシックに出場するためには、オールジャパン１戦を含み３戦以上参加していなければならない。ただし、中止となったトーナメントにエントリーして
いた場合は参加とみなす。( 前年度のクラシック優勝者は除く）

4 クラシックエントリー締め切り後、参加申込者数が下限を下回った場合の繰り上げ対象は、次点の者を繰り上げる。

5 当日パートナーが欠席の場合、ポイント累計トップ選手に限り、他の選手のパートナーを充てる。

6 クラシックが天候等の事情で開催できず、さらに予備日をもっても開催できない場合は、可能な範囲で順延とする。

7 クラシックトーナメントの開催期間は２日間以内の開催とし、トータルの総重量にて順位を決定し、成績は「検量規定Ｅ－２」に準ずる。

1 ロッドは９フィート以内で、ボーター無制限、コアングラー5本までとする。（スペアリールＯＫ）
ただし、１人乗り戦に関しては、ロッド数は制限しない。

2 フックはバーブレスのみ使用可とし、当日、タックルにセッティングされた状態のフックは必ずバーブレスでなくてはならない。

3 鉛製のシンカー類は使用禁止。

4 使用できるライン強度の制限はしない。ただし、ボーター・コアングラーに関係なく釣場環境に配慮し、ラインブレイクに注意しつつ、根掛かりしたル
アーを安全の範囲内で最大限回収に努めること。

5 ボート持ち込みのトーナメントは、エンジン出力の制限はないがトレーラーも含め法令及び開催地の規定を厳守すること。

6 15ｋｗ（20.4ps）以上(改造も含む)の船外機は4ストロークエンジン及び環境対策型の2ストローク船外機のみ使用可。ただし、船舶購入もしくは環境
対策型2ストロークエンジン乗せ替え時には、4ストローク船外機を推奨する。

7 レンタルボートを使用する場合は、開催地の規制の範囲内で2ストローク船外機の使用を認める。

8 レンタル艇及び環境対策型2ストローク船外機を除く、2ストローク船外機は混合オイルをバクテリアで分解できるタイプのものを使用すること。

9 船外機作動中はキルスイッチコードを身に着けること。キルスイッチの装備はタックルチェック項目とし、競技中の装着についてはパートナーが
チェックする。

10 ボート持ち込みのトーナメントでは、定められた法定備品およびボートフェンダー2個を船に携行すること。これは、レンタル船利用での持ち込み戦
参加の場合にも適用する。

11 ボート持ち込みの場合で船検が必要なケースは船検証を携帯し船検内容に違反しないこと。

12 フラシ、ストリンガーは使用禁止。ただし他魚については、フィッシュグリップの使用は制限しない。
魚体保護やランディング時の安全性を優先するため、ランディングネットの使用を認める。ただし、使用はオフィシャルランディングネットのみとす
る。また、ハンドランディングは禁止しない。

13 対象魚を生かしたままキープするため、水循環装置を装備した34リットル以上の市販クーラーボックスもしくは船舶備え付けのライブウェルを使用
すること。パートナーと併用する場合は、56リットル以上の外循環市販クーラーボックスもしくは56リットル以上の備え付けライブウェルを使用するこ
と。

14 バスの魚体に穴をあけるタイプの識別マーカー及び天秤秤の使用を禁止する。

15 フックディスゴージャー、ペンチまたはプライヤー、エア抜き針を携帯すること。

1 釣法はルアーキャスティングに限る。

2 ライブベイト、寄せ餌の禁止。

3 動力を用いたトローリングは禁止する。ただし、エレクトリックモーター（オール、パドル等を含む）を使用した短距離ドラッギングに関しては、フィー
ルドを必要以上に占有しないことに配慮することを前提に、移動距離は50ｍ以内を可とする。また、ドラッギング開始以後は、リールからラインを引
き出してはならない。

4 同時に２つ以上のタックル、ルアー（フックの付いた）を使用してはならない。

5 アラバマ（アンブレラ）タイプルアーで使用できるのは、フックが付いたルアーボディ1個（ヘッドやワーム、ラバースカート、プラグなど）が1本のアー
ムにのみに装着されているものとし、残りのアームに装着できるのはブレード（バズブレード含む）に限る。

6 トーナメント当日、スタート前に釣りをしてはならない。トーナメント開始前に意図的にルアーを水中に浸けないこと。

7 岸に上がって釣りをしてはならない。

8 スポーニングベッドを守っているバスを意図的に釣ってはならない。

1 検量対象魚種は、開催地ごとにトーナメント委員会が定める。且つ、検量方法についても開催地及び開催時期を考慮した上で、ウェイイン方式かク
イックリリースウェイイン（ＱＲＷ）方式か、トーナメント委員会が選択し決定する。なお、ＱＲＷ方式については別途詳細を定める。

2 順位は重量で決定する。成績については順位に与えるポイント制とし、1位30ポイントより1ポイントずつマイナスとし21位以下は10ポイント、ノー
フィッシュは5ポイントとする。ただし、1位にはボーナスポイントとして、合同戦は+10ポイント、チャプター戦は+5ポイントを与える。クラシックには
ボーナスポイントは加算しない。

3 キーパーサイズは25ｃｍとし、計り方はバスの口を閉じた状態での最長寸とする。尾は閉じてもかまわない。※開催地のローカルルールに即して
キーパーサイズを変更する場合がある。

4 検量方法がウェイイン方式の場合、トーナメント中にライブウェル等にキープできるバスの匹数は、ボーター、コアングラー両部門選手とも３匹まで
とする。  QRW方式の場合、バスは原則キープせずにバスの重量が重い方から、ボーター部門選手は５匹まで、コアングラー部門選手は３匹まで
の総重量で順位を決定する。

5 死魚及びリリースしても水中で自力で体勢が保持できないバスはキーパーサイズ未満でも必ずキープしなければならず、キープできる匹数にカウ
ントされる。ただし、自力で体勢保持かつ自力で泳ぎ去るまで介抱してからのリリースは可とする。

6 競技時間中に釣り上げた魚もしくは入れ替えの魚をリリースする場合は、パートナーに目視確認してもらった上で行うこと。その際、自力で泳げな
い魚については、最大限回復に努めても自力で泳げない場合は、死魚として取り扱うこと。この場合、キーパーサイズ以下でも同じ扱いとすること。

7 検量前後のチェックの際、水中で自力で体勢を保持できないバスは死魚と判定される。

8 フックを飲んだバスを検量に持ち込む場合は、フック飲みチェック前に必ず自己申告すること。申告せずにチェックで判明した場合は、死魚と判定さ
れる。

9 キーパーサイズ未満のバスを申告せずに検量に持ち込んではならない。（死魚及びリリースしても自力で体勢を保持できないバスは除く）

10 クーラーボックスは、必ず各選手が各自のボートで運ばなければならない。（陸送等は不可）

11 検量のバスは、水の入った検量袋で各選手が検量所に運び、検量後はバスが自力で泳ぐよう各自責任を持ってリリースすること。

12 トーナメント中の最重量魚 (40cm以上) には、ビッグフィッシュ賞が与えられる。死魚は対象外。選手本人が、検量前のエントリーカード提出時に40
㎝以上の魚について自己申告することとし、自己申告がない場合は対象外とする。

1 トーナメント集合時間に5分以上遅れた場合、ペナルティーとして重量から2000グラムマイナスされ、15分以上遅れた場合は失格となる。

2 トーナメント終了時間に１分（繰り上げ方式）遅れるごとに重量から200グラムマイナスされ15分以上遅れると失格となる。

3 死魚と判定されたバスは、検量対象外とし、キーパーサイズ未満も含み一匹につき検量の重量から500グラムマイナスする。

4 上記、F1,F2,F3のペナルティによりマイナスウエイトになった場合は、順位ポイントは0ポイントとなるが、参加実績にカウントされる。失格の場合は、
参加カウントしない。

5 トーナメント委員会で協議し、ペナルティの原因がやむをえない事情であると認められた場合、ペナルティは科さない。やむをえない事情とは直前で
発生した通行規制、もらい事故、遭難者・傷病者救護等自己努力では事前予測できない事由によるものとする。

6 失格者の扱い、及び失格処分について、該当するトーナメント（その公式プラクティス含む）において失格処分となった者は当該トーナメントの成績
は反映されず、ポイントをマイナス30ポイントとする。その上、当該トーナメントの成績マイナス30ポイントはその失格者における「ルールＢ-1」にお
ける年間合計ポイントの1戦として必ず含む事とする。失格者の扱いについては前記の失格処分が課された上で、法的に問題が無い場合に限り当
該トーナメントに出場可能とする。この失格処分はジャパンバスマスターズクラシックにも適用される。

C タックル規定

ジャパン バスマスターズクラシックB

D 釣技規定

E 検量規定

F ペナルティー



7 上記ペナルティー以外のルール違反は失格となり、ケースによりそれ以上の処分となる場合がある。（本ルールブックに記載がない場合のペナル
ティはトーナメント委員会で協議の上で決定する）

8 トーナメントにおいて、本人、他人を問わずルール違反等の疑義が生じた場合は、その時点でトーナメントディレクターに連絡し指示を仰ぐこと。
トーナメントディレクターに連絡が付かない場合は、帰着時間から30分以内にトーナメントディレクターにパートナーともども申し出ること。
ただし、上記時間以後及び対象者、状況等の正確な説明ができない申し出は受け付けない。

9 F８の申し出があった場合で、トーナメントディレクター単独で判断できない案件については、トーナメントディレクターは表彰式前に臨時委員会を招
集し、対応を協議の上決定すること。
その対応は、過去事例としてトーナメント委員会で記録保管しておくこと。

10 違反ではなくても疑われる場合は、トーナメントディレクターは当該会員に厳重注意を行い、状況によりイエローカードを発行することができる。
イエローカード2枚目が発行された時点で失格とし、その失格者の扱い、及び失格処分について「ルールF-6」に準ずる。

11 イエローカード有効期間は1年間とし、何もなければその1年経過時点で消滅するが、過去2枚のイエローカードをもらい失格になった事がある者は
イエローカード有効期間を3年間とする。

1 アングラーオブザイヤーは、オールジャパン戦2戦の成績と、東西各3戦（計6戦）の内成績の良かった3戦の、合計5戦の合計ポイントにクラシックの
ポイントを加算して最上位者のボーター1名、コアングラー1名とする。

2 同ポイントの場合は、クラシックの成績上位者をアングラーオブザーイヤーとする。

3 各部門のアングラーオブザイヤーは、次年度に開催される全トーナメントのエントリーフィーを無料とした上で、事前に登録した出場部門での参
加優先権を担保する。

1 ボーター、コアングラーともアングラーオブザーイヤーをアメリカ派遣選手とする。

2 アメリカ派遣選手が、B.A.S.S.ネーションチャンピオンシップに参加できない場合は、アングラーオブザイヤーの決め方に基づいた方法で、その参加
資格を繰り上げる。

3 上記内容は、B.A.S.S.アメリカ本部の意向により変更する場合がある。

4 クラシックのプレスパートナーとしてクラシックに参加した会員は、アメリカ派遣対象にはなれない。

5 ディビジョン戦2戦とオールジャパン戦2戦の参加を派遣条件とする。

1 ランカーオブザイヤーは年間を通して最重量魚を釣った会員に与える。ただし、クラシックは対象から除外する。

2 表彰式終了後、クラブ委員が指示した場合は、全員で一斉清掃を行う。回収したゴミは原則として各家庭に持ち帰り、適切に処理すること。

3 すべてのルールは個人的事由による特例を一切認めない。上記ルールによらない部分で別途に判断が必要なケースも含め、すべてトーナメント委
員会で協議の上、トーナメントディレクターが決定する。

※ 本ルールブックの内容について不明な点があれば、必ず所属クラブのトーナメント委員を通じお問い合わせください。

F

G 年間ランキング及びアングラーオブザイヤー

H アメリカ派遣選手（B.A.S.S.ネーションチャンピオンシップ出場日本代表選手） 

I その他

バスオブジャパン トーナメント委員会
Jan.2026
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2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10

11

ボートフェンダー×2(レンタル船も
必要)

エンジンベルト

エア抜き針

ロッド
(Co-Anglerは5本まで)

法定備品・赤バケツ(あかくみ)

法定備品・工具(ドライバー、レン
チ、プライヤー、プラグレンチ)

ロゴ表示

法定備品・係船ロープ×2

ライフジャケット

法定備品・信号紅炎(期限確認)
(または携帯電話)

バーブレス

法定備品・救命浮環

ライブウェル

法定備品・ホイッスル

フックディスコージャー 船舶検査証

ペンチ又はプライヤー
法定備品・ライフジャケット
(定員と同数必要 着用分含む)

タックル・ライブウェル等 (持ち込み)ボート

船舶免許 キルスイッチ

!"!#

TACKLE CHECKLIST








